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ホンダ フィット（GR3) 

構造調査 
 

1. はじめに 

2020 年 2 月に、本田技研工業株式会社から新型車フィット(GR3)が発売されました。 

今回は、損傷性と修理性の観点からフロント構造とリヤ構造を紹介します。なお、一部前型フィット

(GP5)との比較も交えて紹介します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．フロント構造 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）パーキングセンサＡｓｓｙ 

パーキングセンサ Assy は、踏み間違い衝突軽減システム（一部グレードに設定）として、障害物を感

知するためにフロントバンパフェイス Assy およびフロントバンパロアーグリルに取付けられていま

すが、フロントバンパフェイス Assy の脱着やパーキングセンサ Assy の取替を行なってもエーミング

作業は必要ありません。 

新型車構造情報 

〇：パーキングセンサＡｓｓｙ（左右対称） 
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（２）フロントバンパサブコード 

フロントバンパサブコードはフロントバンパフェイスAssy に取付けられ、パーキングセンサAssy や、

フロントフォグライト Assy に接続されています。各々補修用コネクタも補給部品設定され、損傷に応

じた修理を行うことができます。 

フロントバンパサブコード 

（３）ホンダセンシング(ミリウェイブレーダＡｓｓｙ) 

従来のホンダセンシングは、フロントバンパ後側にミリウェイブレーダ Assy が、フロントウインドシ

ールドガラスセット上部に単眼カメラが取付けられていました。 

フィット(GR3)のホンダセンシングは、フロントウインドシールドガラスセット上部にモノキュラカ

メラセット(マルチパーパスカメラ)が、フロントバンパフェイスにパーキングセンサ Assy が取付け

られています。バルクヘッド周辺に設置される高額部品が減りました。 

フロントバンパサブコード 

○：ハーネスバンドクリップ 

91549-TA0-003 

モノキュラカメラセット 

(マルチパーパスカメラ) 
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（４）フロントバンパビームＣＯＭＰ 

フィット(GP5)のフロントバンパビーム COMP は、１枚の鋼板でプレス加工されクラッシュボックス

部分が無く、フロントサイドフレームに直接取付けられていました。 

フィット(GR3)のフロントバンパビーム COMP は、開断面のフロントバンパビーム(A)に前面は歩行

者保護のプレート(B)、後面の右半分にプレート(C)、さらにクラッシュボックス部(D)が締結された構

造です。 

フィット(GP5) フィット(GR3) 

クラッシュボックス部分が無く、フロントサイドフレームに直接取付け

られている 

フロントサイドフレーム先端部 

フロントバンパビーム 
ＣＯＭＰ端部 

フロントバンパビームＣＯＭＰにクラッシュボックス部がある 

フロントサイドフレーム先端部 

裏面 

正面視 正面視 ←RH 

←RH 

 A   C  

 D  

 B  

フィット(GP5)と同様にフロントバンパビームＣＯＭＰ中央が変形して

います。 

〇：１２時方向から低速での衝突入力を受けた時の 

フロントバンパビームＣＯＭＰの状態   

〇：１２時方向から低速での衝突入力を受けた時の 

フロントバンパビームＣＯＭＰの状態   
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（５）フロントバンパセンタアッパビーム 

フロントバンパセンタアッパビームには、フロントバンパフェイス Assy およびフロントグリルカバ

ーが取付けられています。フロントバンパセンタアッパビームとボンネット COMP のクリアランスは

狭いため、フロントバンパセンタアッパビームが衝突入力を受けた場合、ボンネット COMP の端部や

裏面が損傷を受ける可能性があります。損傷確認を行う際は注意が必要です。詳しくは、後章のフィ

ット(GR3)の前部衝突の損傷診断を参照してください。 

 

〇：フロントバンパフェイスＡｓｓｙ、フロントグリルカバーとの締結箇所 

フロントグリルカバー 
フロントバンパセンタ 

アッパビーム 

フロントバンパフェイスＡｓｓｙ取付状態 フロントバンパフェイスＡｓｓｙ取外し状態 

フロントバンパセンタ 
アッパビーム 

ボンネットＣＯＭＰ 

（６）フロントコーナガラスＡｓｓｙ 

フロントコーナガラス Assy 下部のゴム部分は、フロントフェンダパネルに被さっていない構造です。

そのため、ゴム部分がパネルに噛み込むことによるゴム部の損傷はしにくいと考えられます。 

 

クリアランスが狭い 

フロントフェンダパネル 

フロントコーナガラス(ゴム部分) 



6  自研センターニュース 2021 年 3 月号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（８）バルクヘッドアッパフレームセット 

フィット(GP5)のバルクヘッドアッパフレームセット(E)は、左後端部がバッテリ(F)に近く、バッテリ

を損傷させる可能性がありました。フィット(GR3)のバルクヘッドアッパフレームセット(e)は、形状

が変更されバッテリ(f)とのクリアランスも広くなりました。 

（７）フロントフェンダパネル 

フィット(GP5)のフロントフェンダパネル後端部はフロントピラー部へ立ち上がっている形状でした。

そのため、ボンネット COMP が後退するとフロントフェンダパネル後端部（フロントピラー部）へ損

傷が波及する可能性がありました。 

フィット(GR3)のフロントフェンダパネル後端部はフロントピラー部への立ち上がりがありません。

そのため、ボンネット COMP 後退によるフロントフェンダパネルへの波及損傷はしにくいと考えられ

ます。 

フィット(GP5) フィット(GR3) 

フロントフェンダパネル 

○：ボンネットＣＯＭＰの後退によりフロントフェンダパネルが 

波及損傷する可能性がある 

フロントフェンダパネル 

フロントウインドシールド 
サイドガーニッシュＡｓｓｙ 

ボンネットＣＯＭＰ 

ボンネットＣＯＭＰ 

フィット(GP5) フィット(GR3) 

 E  

 E  

 F  

 F  

 e  

 f  

 e  

 f  

クリアランスが広い 
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（９）フロントサイドフレームＣＯＭＰ 

フィット(GR3)のフロントサイドフレーム先端部(g､h)は、フィット(GP5)と同様に単品での補給部品

設定があります。フィット(GR3)のフロントサイドフレーム COMP は、さらにフロントサイドフレー

ムセットとエクステンション部で細分化され、損傷に応じた修理作業がしやすくなりました。 

また、フィット(GR3)はフィット(GP5)とプラットフォームが同じですが、フロントサイドフレームセ

ットは、引張り強さ 590Mpa(前部)と 780Mpa(後部)の差厚鋼板です。 

フィット(GP5) フィット(GR3) 

フロントサイドフレームＣＯＭＰ 

G 

●：補給部品設定あり 

H 

フロントサイドフレームセット(インナ側) 

後部板厚：1.6 ㎜ 

前部板厚：1.4 ㎜ 

Ｆｒ→ 

●フロントサイドフレームセット 

●：補給部品設定あり 

フロントサイドフレームＣＯＭＰ 

(エクステンション部) 

g h 

 G  
 H  

g 
h 
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①右ヘッドライトＡｓｓｙと 

ラジエタリザーブタンク 

（１０）エンジンルーム 

フィット(GP5)と同様に VSA モジュレータ Assy(ABS アクチュエータ)(J)は、ヘッドライト Assy の後

側に配置されています。また、ヘッドライト Assy の後側には様々な補器類が配置されています。 

下記の①～⑥は、エンジンルーム内の部品間の距離を示したもので、１目盛り１センチで表示していま

す。 

 ① 

② ③ 

④⑤ 

⑥ 

②バルクヘッドアッパフレームセット 

(e)とエアクリーナカバー 

③エンジンワイヤハーネス中間カプ

ラとエアクリーナケースセット 

④エキスパンションタンクＣＯＭＰ（K） 

とＩＰＵＡｓｓｙ（M） 

⑤エキスパンションタンクＣＯＭＰ（K） 

とバッテリ 

⑥バッテリと左ヘッドライトＡｓｓｙ 

 

 e  

 J  

 M  

 K  
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（１１）コンデンサＡｓｓｙ 

コンデンサ Assy(N)前面にはハイホーンが取付けられています。コンデンサ Assy とハイホーンのクリ

アランスが狭いため、低速度の衝突でコンデンサ Assy が損傷を受ける可能性があります。詳しくは、

後章のフィット(GR3)の前部衝突の損傷診断を参照してください。 

ハイホーン 

クリアランスが狭い 

（１３）ＡＴＦクーラＣＯＭＰ 

フィット(GR3)のトランスミッションは電気式

CVT です。ATF クーラ COMP(P)は、フロント

バンパフェイス Assy の内側に取付けられてい

ます。 

ＡＴＦクーラガイドプロテクタ 

（１２）ウォッシャモータ 

ウォッシャモータ(O)は、フィット(GP5)と同様 

にウォッシャタンク前面に取付けられていま

す。 

 N  

 O  

 P  
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（１４）コンプレッサＡｓｓｙ 

フィット(GP5)は、コンプレッサ Assy の DC ケーブルがラジエータシュラウド COMP 背面に配置さ

れていました。そのため、ラジエータシュラウド COMP の後退で DC ケーブルが損傷を受ける可能性

がありました。 

フィット(GR3)は、コンプレッサ Assy の DC ケーブルがエンジンルーム上面に向かって配置されまし

た。また、コンプレッサ Assy 前面にはプロテクタが取付けられ、コンプレッサ Assy が損傷を受けに

くくなっています。 

コンプレッサＡｓｓｙ 

フィット(GP5) フィット(GR3) 

コンプレッサＡｓｓｙ 
（DC ケーブル） コンプレッサＡｓｓｙ コンプレッサＡｓｓｙ 

（DC ケーブル） 

コンプレッサＡｓｓｙ 

プロテクタ 

ＲＨ↑ 
Ｆｒ→ 

Ａ視 

Ａ視 
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（１）パーキングセンサＡｓｓｙ 

2.(1)フロント構造で記載のとおり、パーキングセンサ Assy は、リヤーバンパフェイス Assy の脱着や

パーキングセンサ Assy の取替を行なってもエーミング作業は必要ありません。 

（２）リヤーバンパエクステンションＣＯＭＰ 

リヤーバンパエクステンション COMP は、フィット(GP5)には取付けられていませんでしたが、フィ

ット(GR3)には取付けられています。 

〇：パーキングセンサＡｓｓｙ（左右対称） 

フィット(GP5) フィット(GR3) 

リヤーバンパエクステンションＣＯＭＰ 

リヤーバンパエクステンションＣＯＭＰが取付けられているので、リヤ
ーパネルＣＯＭＰへの侵入度合いが変わりました 

〇：６時方向から低速での衝突入力を受けた時の 
リヤーパネルＣＯＭＰの状態   

〇：６時方向から低速での衝突入力を受けた時の 
リヤーパネルＣＯＭＰの状態   
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リッドライトＡｓｓｙ 

リッドライトＡｓｓｙ 

（３）テールライトＡｓｓｙおよびリッドライトＡｓｓｙ 

テールライト Assy およびリッドライト Assy は、フィット(GP5)はベゼル部が一体形状でした。 

フィット(GR3)は、ベゼルが補給部品設定され、損傷に応じた修理を行うことができます。 

フィット(GP5) フィット(GR3) 

フィット(GP5) フィット(GR3) 

ＩＰＵカバー 

ダクト 

ＩＰＵカバー 

ダクト 

リヤーパネルＣＯＭＰ 
リヤーパネルＣＯＭＰ 

↑Ｆｒ ↑Ｆｒ 

テールライトＡｓｓｙ 

ベゼル 

ベゼル 

テールライトＡｓｓｙ 

（４）ＩＰＵ(ハイブリッドバッテリ) 

フィット(GP5)の IPU は、リヤーパネル COMP とのクリアランスが狭いため、低速の衝突入力でも

IPU カバーやダクト類が波及損傷する可能性がありました。フィット(GR3)の IPU は小型化され、リ

ヤーパネル COMP とのクリアランスが広くなり低速の衝突入力では IPU カバーやダクト類への波及

損傷はしにくいと考えられます。 

ダクトとのクリアランスが狭い 

ダクトとのクリアランスが広い 

ＩＰＵカバーとのクリアランス

が狭い 

ＩＰＵカバーとのクリアランス

が広い 
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（５）テールゲート開口部 

フィット(GR3)のリヤーインサイドアッパパネル COMP は、フィット(GP5)と同様にリヤーダンパベ

ースエクステンション(①)が、リヤーインナロアピラー(②)と、リヤーインサイドパネル(③)に取付け

られています。リヤーインナロアピラー(②)下部が侵入するとリヤーダンパベースエクステンション

(①)が取付けられている位置より上に損傷がでる可能性があります。詳しくは、後章のフィット(GR3)

の後部衝突の損傷診断を参照してください。なお、リヤーインサイドアッパパネル COMP は Assy で

の補給部品設定です。 

（６）フロア下部 

2.(9)フロント構造で記載の通り、フィット(GR3)はフィット(GP5)とプラットフォームが同じです。リ

ヤーフロアパネルセット(④)およびリヤーフレーム COMP(⑤)の形状は類似しています。 

フィット(GP5) フィット(GR3) 

 ②  

 ③  

 ①  

←Ｆｒ 

リヤーインサイドアッパパネルＣＯＭＰ 

 ②  

 ①  

 ④  
 ④  

 ⑤   ⑤  

Ａ視 

Ａ視 Ａ視 

Ａ視 

 ⑤  
 ⑤  

←Ｆｒ ←Ｆｒ 
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4．おわりに 

フィット(GR3)はフィット(GP5)とプラットフォームが同じなため、骨格などを含め基本構造は大きく

変わっていませんが、フロントバンパビームにクラッシュボックスの採用やリヤーバンパエクステン

ション COMP の採用がありました。一方、フロントサイドフレーム COMP やテールライト Assy の

補給部品細分化やリヤーアウトサイドパネルセットの補給部品形状変更など修理性は向上していま

す。 

【参考資料】フィット(GR3、GP5) パーツカタログ、サービスマニュアル 
 

（技術調査部／松浦 香穂里） 

  

（７）リヤーアウトサイドパネルセットおよびリヤーホイールハウスＣＯＭＰ 

フィット(GP5)のリヤーアウトサイドパネルセット(⑥)は、ホイールアーチ中央部までが一体となった

補給部品形状でした。フィット(GR3)のリヤーアウトサイドパネルセット(⑥)は、サイドシル後部まで

の補給部品形状となり、ホイールアーチ部が損傷した際の作業性が良くなりました。 

リヤーホイールハウス COMP(⑦)は、フィット(GP5)と同様にリヤーバンパフェイス Assy を取外すと

見える構造となっています。 

フィット(GP5) フィット(GR3) 

 

 

 ⑦  

←Ｆｒ ←Ｆｒ 

 ⑦  

 ⑥  

 ⑥  
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技術情報 
 

 

 

 

ホンダ フィット(GR3) 

前部衝突の損傷診断 
 

1. はじめに 

一般的な追突加害事故を想定した衝突実験により、12 時方向からの入力を受けたホンダ フィット

（GR3）の前部損傷診断事例を紹介します。 

2. 損傷状況 

外板パネルは、フロントバンパフェイス Assy、左右ヘッドライトAssy、ボンネットCOMP、内板骨格

はフロントバルクヘッド COMP、左右フロントサイドフレームセット、メカニカル部品はコンデンサ

Assy、ラジエタCOMP が損傷していました。最終波及部位はフロントサイドフレームセット先端部

（a）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 損傷診断（分解前） 

最高着力部位はフロントバンパフェイス Assy 上部で高さ 78cm、最低着力部位はフロントバンパフェイ

スAssy 中央部で高さは 47cm です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最高着力点 78cm 

最低着力点 47cm 

a 

 

 

a 
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b 

フロントバンパフェイス Assy には押込みにより左右均一な凹みが確認できます。 

また、左右方向への移動が見られないことから、12 時方向の入力があったと推察できます。 

 

左右フロントフェンダパネルと左右フロントドアーパネルCOMP との隙間は正常で、左右フロントドアー

パネルCOMP への干渉は見られませんでした。 

 

ボンネットCOMP 先端部へ直接相手物との接触はありませんでしたが、フロントバンパセンタアッパビー

ム（b：右側写真）が押込まれたことによりフード裏面に凹みが見られました。 
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フロントダンパハウジング COMP 

右フロントフェンダパネル上部 左フロントフェンダパネル上部 

右ヘッドライト Assy 前部 

 

左ヘッドライト Assy 前部 

 

コンデンサ Assy 

左右ボンネットヒンジCOMP が変形したことにより、相手部位である左右フロントフェンダパネルの上

部が外側へ移動していました。ボンネットヒンジ COMP を取外して再度、左右フロントフェンダパネル

を点検したところ、変形はありませんでした。 

 

左右ヘッドライトレンズへの直接入力は見られませんが、フロントバルクヘッド COMP が押込みにより

後退したため、右側ヘッドライトハウジング前側が白化、左ヘッドライトハウジング前側の割損が見ら

れました。 

 

左右フロントダンパハウジング COMP への波及損傷は見られませんでした。コンデンサ Assy はフロン

トバンパフェイスAssy、ハイホーンが後退したことによりフィン部が損傷していました。ラジエタ

COMP は目視で確認することができず、損傷判断はできませんでした。 
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4. 損傷診断（分解後） 

フロントバンパビームCOMP には全体的な潰れがみられ、内板骨格部位の左右フロントサイドフレー

ムセットは外側へ広がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

c 

 

c 

 

左右フロントサイドフレームセット 

外側へ 外側へ 

右フロントバルクヘッドサイドステーセット 左フロントバルクヘッドサイドステーセット 

内板骨格部位のフロントバンパビーム COMP 

潰れ 潰れ 

左右フロントバルクヘッドサイドステーセット（c：上の写真）には顕著な損傷は見られません。 
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5. おわりに 

追突加害車両の初回立会、再立会調査を模した損傷診断を行いました。損傷診断を行うには車両構造

や損傷特性を十分に理解する必要があります。後章では当該車両の実際に行なった修理事例を紹介

します。 

 

 

（研修部／青山 卓史、桑原 康宏） 

  

e 

 

f 

ATF クーラ COMP（c）、PCU 用ラジエタ

COMP(d)に損傷はありませんでしたが、コンデ

ンサ Assy(e)の上側は湾曲し損傷していました。 

 

コンデンサAssy（e）後退によるラジエタCOMP

（f）下側の取付きゴムの移動が見られましたが、

ラジエタCOMP の損傷は確認できませんでした。 

分解後、ラジエタCOMP 点検を行いました。 

 

ラジエタCOMP を目視点検後、軽微な捻じれが確

認できました。 

 

e 

e 

 

ｄ 

 

ｃ 

 

 



20  自研センターニュース 2021 年 3 月号  

 

修理情報 
 

 

 

 

ホンダ フィット(GR3) 

後部衝突の損傷診断 
 

1. はじめに 

6 時方向から入力を受けたホンダ フィット（GR3）の後部損傷診断事例を紹介します。一般的な追突被

害車両を模して衝突実験を行いました。 

 

2. 損傷状況 

外板パネルはリヤーバンパフェイスAssy、テールゲートCOMP、ルーフパネルCOMP が、内板骨格は

リヤーパネルCOMP、リヤーフロアパネルセットが損傷していました。最終波及部位はリヤーフロアパ

ネルセットです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 損傷診断（分解前） 

最高着力部位はテールゲート COMP で高さ 60cm、最低着力部位はリヤーバンパフェイスAssy で高さ

44cm です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最高着力点 60cm 

最低着力点 44cm 
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テールゲートCOMP中央部への直接入力により、

テールゲート COMP インナパネル下部が折れて

いました。 

テールゲート COMP パネルが変位したことで右

テールライト Assy と干渉していました。 

 

着力部位のテールゲート COMP、リヤーバンパフェイス Assy には左右均一に押込み変形が確認できま

す。また、左右方向に移動はなく 6 時方向からの入力があったと推察できます。 

 

右リヤーアウトサイドパネルセットと右リヤードアーパネル COMP との隙間は左側と比較し、狭くな

っていますが、左右リヤーアウトサイドパネルセットの顕著な歪はありませんでした。 
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リヤーフロアパネルセットを下部から撮影しました。リヤーフロアパネルセット中央部への波及損傷は

見られませんでした。 

 

リヤーパネル COMP が押込み変形した為、スペ

アタイヤリッドが浮いています。 

 

リヤーフロアパネルセット前方への波及損傷は

見られませんでした。 

左リヤーフレームを下部から撮影しました。左リ

ヤーフレーム先端部に変形がみられました。 

 

右リヤーフレームを下部から撮影しました。右リヤ

ーフレーム先端部に変形が見られ、リヤーフロアパ

ネルセットの後端部にも損傷が見られました。 
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a 

 

リヤーパネル COMP が押込まれたことにより、

ルーフパネル COMP に損傷が見られました。 

 

(a)歪確認ツールを使用して、ルーフパネルCOMP

の歪を確認しました。 

 

テールゲート COMP 上部を 9 時方向より撮影し

ました。押込みによりテールゲート COMP がル

ーフパネルCOMPより下側へ移動しています（段

差）。 

 

テールゲート COMP ヒンジ部を撮影しました。

ヒンジ取付き相手部位へ顕著な変形は見られま

せんでしたが、ルーフパネル COMP の波及損傷

（歪み）を考えると分解後、リヤールーフレール

の確認が必要です。 

 

左テールゲート COMP ヒンジにはルーフパネル

COMP との取付け部の隙間が広くなっています。 

 

右テールゲート COMP ヒンジにはルーフパネル

COMP との取付け部の隙間は正常でした。 
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4. 損傷診断（分解後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

環状閉断面構造にあたる左右リヤーインサイドアッパパネル部には押込みにより損傷していました。 

分解後、左右リヤーインサイドアッパパネルに損

傷が見られました。 

 

リヤーパネル COMP 上側を中心に押込みにより

損傷していました。 

 

テールゲート COMP 開口部は強固な環状閉断面

構造となっています。 

 

ルーフライニングAssy 取外し後、リヤールーフレ

ールへの顕著な変形は見られませんでした。 
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5. おわりに 

追突被害車両の初回立会、再立会調査を模した損傷診断を行いました。車両後部は前部と比較しクラッ

シャブルゾーンが短いため、強固な環状閉断面構造となっております。そのため、後部の押込みによる

力が環状閉断面構造へ波及経路となり、ルーフパネル COMP まで損傷が発生しました。後章では当該

車両の実際に行なった修理事例を紹介します。 

 

    （研修部／青山 卓史、桑原 康宏） 

 

 

 

 

 

リヤーフロアパネルセットは後部が変形してい

ます。バッテリパック、IPU ケースへの波及損傷

は見られませんでした。 

 

リヤーフロアパネルセットの中間部、前部に波及

損傷は見られませんでした。 

 

左リヤーフレームは中間部・前部に波及損傷は見

られませんでした。 

 

右リヤーフレームは中間部・前部に波及損傷は見

られませんでした。 
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修理情報  

 

 

ホンダ フィット(GR3) 

前部損傷の復元修理 
1. はじめに 

12時方向からの入力を受けたホンダ フィット（GR3）の前部損傷修理事例を紹介します。 

入力はフロントバンパビーム COMP 全体で吸収し、左右フロントサイドフレームは外側に広がってい

ます。具体的な損傷状態は以下を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンダボデーの 3 ㎜以上の移動はありません。 

 

復元修理のポイント 

・当該損傷はフロントバンパビーム COMP を経由し内板骨格部位まで波及しており、車両は 4点固定

を行い、フレーム修正機を用いて寸法復元作業を実施する。 

  

1mm 

1mm 2mm 

2mm 2mm 

4mm 

3mm 

3mm 

3mm 

5mm 4mm 
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・フロントバンパビーム COMP の形状はラウンド型（断面が丸みを帯びた状態）であり、前部からの

損傷で直線状に潰れると同時に左右に広がり、フロントサイドフレーム先端部を押し広げている。 

 

 

 

 

入力時 損傷状態 

・粗出しはフロントバンパビーム COMP を取付けた状態で行い、変形したフロントバンパビーム

COMP の形状に注意しながら引き作業を行う。 

 

 

 

2. 基本修正作業 

(1) 外板パネル取外し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回はフロントサイドフレーム部への損傷波

及は幅方向のみの波及でしたが、同時作業のリ

ヤ部修理で固定作業が必要なため、車両を 4点

固定しています。 

フロントバンパフェイス、左右ヘッドライト、

ボンネット、左右のフロントフェンダを取外し

ています。 

フロントバンパビーム COMP 

フロントバンパ 

センタアッパビーム 

これから行う粗出し作業のためにフロントバ

ンパセンタアッパビーム、フロントバンパビー

ム COMP はボデーに取付けた状態です。 

入力 

広がる 

 

引き作業 

 

 
潰れる 



28  自研センターニュース 2021 年 3 月号  

 

(2) 寸法復元作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

引き作業用のクランプをフロントバンパビー

ムCOMPにセットし車両の12時方向に水平に

引き出し作業を行います。 

 

引き作業中にハンマでフロントサイドフレー

ムを叩き残留応力を取り除きます。 

 

フロントバンパビーム COMP を新品部品の形

状に近づくまで引き作業を行いました。 

フロントサイドフレーム先端部の寸法を計測・

ボデー寸法図と照合します。基準値内に収まり

ました。 

新品部品 

粗出し後のフロントバンパビーム COMP 

アンダボデーの寸法を計測することで、フロン

トサイドフレームの変形を損傷診断します。 

エンジンルームも同様に計測します。 
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3. 個別修正作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. おわりに 

今回の損傷ではフロントバンパビーム COMP からフロントサイドフレームに入力した損傷を復元修理し

ました。フロントサイドフレーム部への損傷波及はボデーフレーム修正機による引き作業1回で作業を終

えています。 

骨格部への入力有無によって、修理方法、修理範囲が決定されます。実際の修理にあたっては自動車メー

カ発行の修理書などの内容をご理解の上、作業を行なってください。 

 

（研修部／伊藤 秀孝） 

  

歪んだフロントバルクヘッドサイドステーセ

ットを板金修正します。 

フロントバルクヘッド
サイドステーセット 

スライディングハンマ 

歪み 

ドリー 
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修理情報 
  

 

 

 

ホンダ フィット(GR3) 

後部損傷の復元修理 

 
1. はじめに 

今回は、6 時方向からの入力を受けたホンダ フィット（GR3）の後部損傷修理事例を紹介します。 

入力はリヤーバンパエクステンション、リヤーパネルCOMP を介し、リヤ内板・骨格部へ波及しまし

た。具体的な損傷状態は以下を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定点 A B C D E F 

長さ方向の押込み量 —2mm —10mm —5mm —2mm —5mm —1mm 

 

復元修理のポイント 

・当該損傷は外板パネルを介して、内板骨格部位まで波及しており、上記押込み損傷およびル

ーフ部の歪みを復元するにあたり、修正機による引き作業が必要と判断し、車両 4 点固定の

もと、寸法復元作業を実施する 

・ルーフ部損害復元にあたり、まずは基本修正作業を行い、その時点での状況で改めて修理方

法を決定する 

 

 

 

  

A F 
B E 

C 
D 

フィット（GR3）の損傷状態 
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2. 基本修正作業 

(1) 車両固定および外板パネル取外し作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 寸法復元作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回、車両骨格部の復元に修正機の使用が必要

と判断し、コーレック（床式・フロアタイプ）

に車両 4 点固定を行いました。 

リヤーバンパフェイスおよびテールゲート

COMP を取外し、新品テールゲート COMP を

仮付けしました。 

リヤーフレームエンドフランジを取外した左

右リヤーフレーム後端部にクランプを取付けま

した。 

左右リヤーフレーム後端部のエンドフランジ

を取外しました。後部からの衝突により左右リ

ヤフレーム間の寸法が 3mm 拡大していまし

た。 

引き作業を行いながら、内板・骨格部の残留

応力を除去するために、ハンマと木片で空打

ち作業を行いました。 

損傷部全体を引き出すため、左右リヤーフレ

ーム後端部及びリヤーパネル COMP 中央部の

3 点を 6 時水平方向へ引き作業を行いました。 

引き作業 1 回目 
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3.  溶接部品の取外し作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リヤーパネル COMP と左右リヤーピラーロア

ガター取外し。ルーフ降下防止のためポートパ

ワーを装着しました。 

新品のリヤーパネルCOMP と左右リヤーピラーロ

アガター 

左右の引きフランジをリヤーパネル COMP 上

部に掛け 3 点を 6 時水平方向へ引き作業を行

いました。 

引き作業 2 回目 

右部を 6 時水平方向へ引き作業を行いました。 

中間計測作業を行い、寸法復元を確認しました。 

引き作業 3 回目 

損傷状態（基本修正作業前） 基本修正作業後の状態 

今回の衝突において上左写真のとおり、ルーフアンテナから後部に歪み損傷が発生しました。当該

部修理につきましては、当初、骨格部基本修正後にハンマリング板金修正およびパテ盛り修理も想

定しましたが、基本引き修正後に当該部を確認したところ、当該歪み損傷部が解消されていました。

当該修理事例は、修理作業においての参考としてください。 
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4.  形状修正作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.  溶接部品の取付作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リヤーフロアパネルをハンマとドリーで修正

しました。 

 

左右リヤーフレームをハンマとドリーで修正

しました。 

 

リヤーフロア部修正後の状態 リヤーフロア部の損傷状態 

リヤーパネル COMP と左右リヤーピラーロア

ーガターを仮付けしました。 

左右リヤーフレーム後端部にリヤーフレーム

エンドフランジを溶接して取付けました。 
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6.  おわりに 

今回の損傷では、追突被害事故を想定して衝突実験と修理を行いました。リヤ外板部への入力を介し

て、リヤーフロアおよび左右リヤーフレーム部に損害が波及していました。なお、内板・骨格部の損傷

は、基本修正作業と、ハンマ・ドリーにより復元修理しました。 

実際の修理にあたっては、カーメーカ発行の修理書などの内容をご理解の上、作業を行ってください。 

 

（研修部／中田 弘） 

  

左右テールライト Assy を取付けて、各部品の

建付けを確認しました。 

溶接パネルを仮付けした状態で、各部の寸法を

計測しました。 

リヤーバンパフェイスを取付けました。 リヤーパネル COMPを溶接して取付けました。 
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特別記事 

 

 

 

 

お客様相談室への質問から 
 

1. はじめに 

今回は比較的多い質問とその回答について、参考事例を用いて紹介します。 

 

2. 参考事例 

ダイハツ タント（LA650S、LA660S 系）を例に、樹脂製バックドアパネルの部品補給形態と補修塗

装作業工程を紹介します。 

 

(1) 部品補給形態 

タントの樹脂製バックドアパネルはあらかじめライトグレー色の下塗りが施されており、裏面にはト

リムパネルが接着された状態で補給されます（写真 1、2）。 

 

  

質問と回答 

（質問）樹脂製のバックドアパネルを補修塗装する場合、あらかじめ裏面のトリムパネルを

マスキングしておく必要があります。トリムパネルのマスキング作業は指数に含ま

れていますか？ 

 

（回答）トリムパネルのマスキング作業は指数に含まれています。車種によりトリムパネル

の形状や大きさに違いがあるため、これらを考慮したマスキング作業時間が指数に

含まれています。 

写真 2．樹脂製バックドアパネル

補給部品（裏面） 

 

写真 1．樹脂製バックドアパネル

補給部品（表面） 
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(2) 補修塗装作業工程 

① 裏吹き作業 

パネル単体で、裏面の作業を実施します。 

タントの樹脂製バックドアパネルは、裏面にトリムパネルが接着（分解不可）されているため、裏面

端部を塗装するためにトリムパネルのマスキングが必要となります（写真 3、4）。 

 

 

 

 

 

 

 

裏面の作業は、トリムパネルのマスキング～端部の足付け～上塗り塗料の塗布～マスキングはがしと

なります（写真 5、6）。 

※あらかじめライトグレー色の下塗りが施された状態で部品補給されるため、PP プライマやプラサ

フ塗装の必要はありません。 

 

  

マスキングテープとヘラを使いトリムパネルの外周をマスキング

します 

その後、ビニールマスキングでトリムパネル全体を覆います 

 

写真 5．トリムパネルのマスキング 

写真 6．上塗り塗料の塗布 

写真 4．裏面（拡大図） 

トリムパネル 

写真 3．裏面（全体図） 

端部（塗装が必要） 
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② 足付け作業 

車両へバックドアパネルを取付けた後、表面および(必要な場合の)ぼかし範囲の足付け作業を実施し

ます。 

 

③ 上塗り作業 

バックドアパネル裏面は端部のトリムパネルとの見切りおよび周囲のマスキングが必要です。表面

は、表面の上塗り用マスキング～バックドアパネルおよび(必要な場合の)隣接するぼかしパネルの塗

装～仕上げ作業となり、鋼板パネルと同じ作業工程です。 

※あらかじめライトグレー色の下塗りが施された状態で部品補給されるため、PP プライマやプラサ

フ塗装の必要はありません。 

 

 

3. おわりに 

今回はダイハツ タント（LA650S、LA660S 系）を例に、樹脂製バックドアパネルの部品補給形態と

補修塗装作業工程について紹介しました。タントの樹脂製バックドアパネル補修塗装作業ではトリム

パネルのマスキングが必要であること、PP プライマやプラサフ塗装は不要であることがご理解いた

だけたかと思います。その他の車種においても、材質や補給形態の状態、マスキング作業の必要性に

ついて都度確認し、必要な作業は指数に含めています。 

なお、自研センターニュース 2016 年 2 月号に『鋼板パネルと樹脂パネル 外板パネル補修塗装作業工

程の比較』が掲載されています。併せてご確認いただくことで、より樹脂パネルの補修塗装作業工程

をご理解いただけます。 

 

 （指数部／河村 賢二） 
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新型車構造情報  

 

 

 

ボルボ Ｖ６０(ZB420)のボデー構造について 

 

ボルボ Ｖ６０のボデー構造について紹介します。 

前モデル（自研センター調査車）との差異は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

2018 年 9 月に発売されたＶ６０は、SPA※１が採用されています。 

本記事では 2020 年モデルの調査車両について部品名称および補給形態はメーカ発行の 2020 年 5 月現

在のパーツカタログ、取替作業はメーカ発行の修理書を参考に記載しています。 

また、板厚については自研センターで調査した参考値を記載しています。 

※１：SPA: Scalable Product Architecture  XC90 以降採用されている新型プラットフォーム 

 

1. フロントボデー構造、補給部品形態および取替作業 

(1)フロントボデー構造、補給部品構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
モ
デ
ル 

Ｚ
Ｂ
４
２
０ 

前
モ
デ
ル 

Ｆ
Ｂ
４
１
６
４
Ｔ 

SPA プラットフォーム採用 

全長 +130mm 

全幅 +5mm 

ホイールベース +95mm 

Fr トレッド +10mm 

Rr トレッド +15mm 

車重 +140 ㎏ 

自研センター調査車両 

Ｔ４ 

自研センター調査車両 

Ｔ５ Ｉｎｓｃｒｉｐｔｉｏｎ 

ａ(t=1.5) 

ｂ(t=2.0) 

ｃ(t=0.8) 

ｄ(t=4.0) 

ｅ(t=2.5) 

ｆ(t=1.7) 

ｇ(t=2.3) 

ｂ(t=2.0) 

ａ(t=1.5) 

ｃ(t=0.8) 

ｄ(t=4.0) 

ｅ(t=2.5) 

ｆ(t=1.7) 

ｊ(t=1.6) ｉ (t=1.6) 

ｈ(t=2.2) 

■：アルミ合金製 
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【補給部品詳細】※部品補給設定が無い部品は通称名を記載しています 

記号 部品名 補給 記号 部品名 補給 

a  ブレースアウタ  ○  l  アウタリヤステー ○  

b  ブラケット部 ×  m リインホースメントアウタ  〇  

c  フロントカバー  ○  n  ブレーキパイプブラケット部  ×  

d  ホイールハウジング部 ×  o  ハーネスブラケット部 ×  

e  リインホースメント   ○  p  サイドメンバアウタ ×  

f  サイドメンバインナフロント ×  q  補強材 ×  

g  ブラケット（右側のみ）   〇  r  補強材 ×  

h  ブラケットエアクリーナ（左側のみ）  ○  s  補強材 ×  

i  ブラケットエアクリーナ（左側のみ）  ○  t  補強材 ×  

j  ブラケットバッテリボックス（左側のみ）  ○  u  補強材 ×  

k  アウタフロントステー ○  v  エクステンションバー ○  

 

【Ａｓｓｙ補給部品】 

部品名  構成部品  部品名  構成部品  
ホイールハウジング a + b +c + d + k + l + m + n + o + p サイドメンバインナフロント（左側） b + e + f + i + j 

サイドメンバアウタ n + o + p サイドメンバインナフロント（右側） b + e + f + g 

 

（2)ホイールハウジングの補給部品構成 

ホイールハウジング（Assy）はサイドメンバアウタと一体で補給されます。 

車体前部の一部は単体部品も設定されており、損傷に応じた作業に対応できます。 

サイドメンバインナフロント（前部）取外し状態 

右外側視 

m(t=2.3) 

■：アルミ合金製 

p(t=1.7) 

r(t=1.7) 
s(t=2.4) 

q(t=1.3) r(t=1.4) 
m(t=2.3) 

q(t=1.3) 

t(t=3.0) 

u(t=1.4) 

n(t=2.6) 
o(t=1.9) 

ａ(t=1.5) v(t=1.4) 

k(t=1.4) 

p(t=1.7) 
m(t=2.3) 

ｃ(t=0.8) 
ａ(t=1.5) 

n(t=2.6) 

o(t=1.9) 

o(t=1.6) 

v(t=1.4) 
l(t=1.0) 

l(t=1.0) 

k(t=1.4) ｃ(t=0.8) k(t=1.4) ｃ(t=0.8) 

左外側視 
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損傷頻度の高い前部部品、ブレースアウタ(a)、アウタフロントステー(k)、アウタリヤステー

(l)、フロントカバー(c)、サイドメンバインナフロント(f)の取替作業は修理書に掲載されていま

す。 

また、ホイールハウジング（ストラットタワー部）はアルミ合金製のため周辺の鋼板との接合は

リベット（生産時は押抜きリベット、補修時はブラインドリベット）＆ボンディングとなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3)ホイールハウジング（Assy）取替 

ホイールハウジング（Assy）取替は、エクステンションバー(v)、エクステンションロアリインホ

ースメントフロント(43 ページ参照)、サイドメンバインナフロント（半裁、f）、ブラケットエア

クリーナ（左側、i）の取替が必要になります。 

補給部品のホイールハウジング（Assy）は、アルミ合金部と鋼板部が接合（リベット＆ボンディ

ング）されているため、改めて押抜きリベット＆ボンディングでの接合は必要ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■：右側作業範囲イメージ ■：右側作業範囲イメージ 

■：アルミ合金部位 

ホイールハウジング 補給部品 

エクステンションバー 

エクステンション 

ロアリインホースメント

フロント 

ブラケットエアクリーナ（左側） 

リインホースメント 

サイドメンバインナフロント 

■ ：取外し箇所 

●：新車のリベット部位 
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2. サイドボデー構造、補給形態および取替作業 

（1)ボデーサイドアウタ構造、補給部品構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補給部品詳細】 

記号 部品名 補給 記号 部品名 補給 

a フロントウイングインナブラケットアッパ ○  e ボデーサイドアウタフロント  〇  

b フロントウイングブラケットアッパ ○  f ボトムレールアウタロア ○  

c フロントウイングブラケットセンタ ○  g ボデーサイドアウタリヤ ○  

d フロントウイングブラケットロア  〇 h エクステンション 〇 

 

【Ａｓｓｙ補給部品】 

部品名 構成部品 

ボデーサイドアウタ  e + g 

 

（2)アウタパネルカット位置 

ボデーサイドアウタには以下のようなカット位置（範囲）が修理書に掲載されており、損傷に応

じた作業に対応できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

t：板厚 (mm) 

ｆ(t=0.8) 

c(t=0.8) 
b(t=0.8) 

e(t=1.5) 

g(t=0.8) 
a(t=0.8) 

d(t=0.8) 

■：カット範囲イメージ 

A

部 

Ｂ部 

Ｃ部 

Ｄ部 Ｅ部 

Ｆ部 

Ｇ部 

Ｈ部 

Ｉ部 

Ｊ部 

Ｋ部 

e(t=0.8) 
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（3)インナパネル補給部品構成（ボデーサイドアウタ一部、エクステンションバー、エクステンショ

ンロアリインホースメントフロント取外し状態） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4)インナパネル補給部品構成（左内側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補給部品詳細】 

記号 部品名 補給 記号 部品名 補給 

A アッパリインホースメントＡピラー 〇 K アッパ A ピラーインナ 〇 

B リインホースメントＡピラー ○ L B ピラーインナ ○ 

C リインホースメントＢピラー ○ M アッパ Cピラーインナ ○ 

D アンプシルアウタ ○ N サイドウインドパネル ○ 

E 補強ロックブレース ○ O インナ Cピラーロア ○ 

F 補強アウタＣピラー ○ P フロントセクションリインホースメント ○ 

G ホイールハウジングアウタ 〇 Q ホイールハウジングインナ 〇 

H エクステンション ○ R リインホースメント ○ 

I ロア A ピラーインナ ○ S シルインナ ○ 

J アッパリインホースメントインナ 〇    

 

（5)Ａピラー取替作業 

Ａピラーアウタ部はボデーサイドアウタフ

ロントを用いてＡ部、Ｃ部の範囲（カット

範囲についてはアウタパネルカット位置、

41 ページ参照）の中で損傷に応じた箇所で

カットして取替えます。 

 

 

 

 
■：右側作業範囲イメージ 

A 

B 

D 

C 

F 

E 

F 

G 

H 

I 

K 

L 

F 

M 

N 

O 

P 

Q 

Q 
Q 

R 

S 

J 
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必要に応じてエクステンションバー、フロ

ントウイングインナブラケットアッパ、フ

ロントウイングブラケットアッパ、フロン

トウイングブラケットセンタ、フロントウ

イングブラケットロアを取替えます。 

 

 

 

 

Ａピラーアウタ下部を取替える際は、Ｂ部、

Ｃ部の範囲（カット範囲についてはアウタパ

ネルカット位置、41 ページ参照）の中で損傷

に応じた箇所でカットして取替えます。（左

写真は作業の一例） 

必要に応じてエクステンションバー、フロン

トウイングブラケットセンタ、フロントウイ

ングブラケットロアを取替えます。 

ボトムレールアウタロアの補給部品も設定さ

れているので、損傷範囲、部品価格を考慮し

て使用する部品を選んでください。 

 

さらにリインホースメントＡピラーを取替え

る際は、エクステンションロアリインホース

メントフロント、ブラケットアッパ、ブラケ

ットロア、リインホースメントも取替えま

す。 

 

 

 

（6)Ｂピラー取替作業 

 

Ｂピラーアウタ部は、ボデーサイドアウタフ

ロントを用いてＤ部、Ｅ部、Ｆ部、Ｃ部、

Ｇ部の範囲（カット範囲についてはアウタパ

ネルカット位置、41 ページ参照）の中で損傷

に応じた箇所でカットして取替えます。 

 

 

 

 

■：右側作業範囲イメージ 

■：右側作業範囲イメージ 

■：右側作業範囲イメージ 

リインホースメント

Ａピラー 

ブラケットアッパ 

エクステンションロア 

リインホースメントフロント 

補給部品 

ブラケットロア 

リインホースメント 

補給部品 

フロントウイング

ブラケットセンタ 

フロントウイング

ブラケットアッパ 

フロントウイング

ブラケットロア 

エクステンションバー 

ボデーサイドアウタフロント 

フロントウイング 

インナブラケットアッパ 
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リインホースメントＢピラー、Ｂピラーイン

ナ、Ｂピラー補強ブラケットは補給形態どお

り取替えます。 

 

 

 

 

 

 

（7)サイドシル取替作業 

サイドシルアウタは、ボトムレールアウタロ

アを用いてＣ部、Ｆ部、Ｇ部の範囲（カット

範囲についてはアウタパネルカット位置、41

ページ参照）の中で損傷に応じた箇所でカッ

トして取替えます。 

損傷範囲によっては、ボデーサイドアウタフ

ロントを使用することもあります。 

 

 

 

 

 

 

（8)ボデーサイドアウタリヤ（リヤフェンダ）取替作業 

ボデーサイドアウタリヤは、ボデーサイドア

ウタリヤを用いてＧ部、Ｈ部、Ｉ部、Ｅ部、

Ｊ部、Ｋ部の範囲（カット範囲についてはア

ウタパネルカット位置、41 ページ参照）の中

で損傷に応じた箇所でカットして取替えま

す。 

 

 

 

必要に応じてエクステンションを取替えま

す。 

 

 

 

 

 

リインホースメントＢピラー 
 

 

補給部品 ボトムレールアウタロア 
 

 

■：右側作業範囲イメージ 

■：右側作業範囲イメージ 

補給部品 

ボデーサイドアウタリヤ 
 

エクステンション 
 

補給部品 

Ｂピラーインナ 
 

ボデーサイドアウタフロント 
 

Ｂピラー補強ブラケット 
 

■ ：取外し箇所 



 自研センターニュース 2021 年 3 月号 45 

 

3. リヤボデー構造、補給形態および取替作業 

（1)リヤボデー構造、補給部品構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（2)リヤセクション取替 

リヤセクションは、補給形態どおりに取替えます。 

 

 

 

 

 

 

（3)クロスメンバリヤアッパ取替 

リヤクロスメンバアッパは、補給形態どおりに取替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補給部品 

クロスメンバリヤアッパ 
 

リヤセクション 
 

Ｄポストロアリイン
ホースメントインナ 
 

排出チャンネルロア 
 

ランプパネル 
 

■：作業範囲イメージ 

■：作業範囲イメージ 

リヤセクション取外し状態 

リヤセクション取外し状態 

ボデーサイド
アウタリヤ 
 

エクステンション 
 

リヤセクション 
 

クロスメンバリヤアッパ 
 

排出チャンネルロア 
 

排出チャンネルアッパ 
 

ランプパネル 
 

クロスメンバリヤアッパ 
 

Ｄポストロアリイン
ホースメントインナ 

リインホースメント 
スペアホイール格納部 

リヤセクション 
 

スペアホイールウェル 
 

リヤセクション取外し状態（内側視） 

クロスメンバリヤアッパ 
 

スペアホイールウェル 
 

リヤセクション、クロスメンバリヤアッパ取外し状態 

kurosumennba 取外し状態 

Ｄポストロアリイン
ホースメントインナ 
 

（ｔ＝0.7） 
（ｔ＝0.9） 

t：板厚 (mm) 

リインホースメント 
スペアホイール格納部 

補給部品 

スペアホイールウェル 

t：板厚 (mm) 
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（4)その他部品の取替 

排出チャンネルロア、ランプパネル、Ｄポストロアリインホースメントなどの取替えも修理書に掲

載されています。 

 

（5)スペアホイールウェル取替 

スペアホイールウェルを取替える際には、リインホースメントスペアホイール格納部も取替えま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6)サイドメンバ取替 

サイドメンバは、クロスメンバスペアホイール格納部後部付近でのカット取替となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイドメンバ内部のブラケット類の単品補給は設定されていません。 

 

取外し状態 
 

取外し状態 
 

リヤセクション、クロスメンバリヤアッパ取外し状態 

■：作業範囲イメージ 

■：スペアホイールウェルと同時取替作業の範囲イメージ 

クロスメンバスベアホイール格納部 
 

取外し状態 
 

ボデーサイドアウタリヤ、エクステンション 

リヤセクション、クロスメンバリヤアッパ取外し状態 

ボデーサイドアウタリヤ、エクステンション 

リヤセクション、クロスメンバリヤアッパ取外し状態 

取外し状態 
 

（ｔ＝4.0） （ｔ＝2.5） 

t：板厚 (mm) 

t：板厚 (mm) 

（ｔ＝1.5） 

（ｔ＝0.8） 

補給部品 

サイドプレートリヤ 

フロアパネル
アウタリヤ 
 

サイドメンバ（ｔ＝1.5） 

プレススクリュ 
■ ：取外し箇所 
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4. ルーフ構造 

生産時にはルーフサイド部は、レーザシーム溶接されていますが、取替時は連続溶接します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. まとめ 

今回紹介させていただいた内容は、イヤーモデルにより構造が変更される場合がありますので、取

替作業を行う場合は修理書で最新の情報をご確認ください。 

なお、ボルボ・カー・ジャパン株式会社は、ボデーパネル取替作業において専用の材料、工具および純正部

品を必要とするため、「認定ボデーショップ」への入庫を推奨しています。 

また、構造調査シリーズ №J-874「ボルボ Ｖ６０（ZB420）」では今回の情報を含め掲載しており

ますので、併せてご活用ください。 
 

 

 

 

フロント→ 

（指数部／大川 光治） 

■：作業範囲イメージ ：レーザシーム溶接箇所 
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